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要 旨：看護学科に所属する2016年度養護教諭一種免許状取得希望者6名を対象に、教員として
必要な資質能力の修得状況を明らかにするために、「教職実践演習（養護教諭）」におけ
る学生の学びと「履修カルテ」の記述内容の分析を行った。その結果、①教職に必要な
資質能力を示した項目の自己評価（5段階評価）平均値は4年次で【学校教育について
の理解】3.86、【子どもについての理解】3.89、【他者との協力】4.43、【コミュニケーショ
ン】4.44、【課題探求】4.33であった。②「履修カルテ」の記述における看護の科目につ
いては、教職との関連において求められる学修内容を明確にして、学生の理解を促すた
めの継続した個別指導の必要性が示唆された。③「履修カルテ」の自己評価項目を活用
し、自ら進んで不足を補う計画を立てるなど、今後の見通しを持たせた「補完指導」の
必要性が示唆された。
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Ⅰ　はじめに

中央教育審議会答申「今後の教員養成・免許制度の
在り方について」1）を受け、平成20年の省令改正によ
り、教育職員免許法施行規則に定める「教職に関する
科目」の1つとして「教職実践演習」が新たに創設さ
れた。教育職員免許法施行規則第6条第1項の表備考に
は、「十一　教職実践演習は、当該演習を履修する者の
教科に関する科目及び教職に関する科目の履修状況を
踏まえ、教員として必要な知識技能を修得したことを
確認するものとする」と示されている。また、文部科
学省「教職課程認定申請の手引き」2）には、授業の実
施にあたって、入学の段階からそれぞれの学生の学習
内容、理解度等を把握する必要があることが明記され

た。その具体例として、学生一人一人が「履修カルテ」
を作成し、教職実践演習において、個別に「履修カル
テ」による補完的な指導を行うことが示された。すな
わち、教員として必要とされる資質を養成段階で十分
に担保することが、より求められたと言えよう。この
ことは看護学科において教育職員である養護教諭を養
成する本学においても同様に求められることである。
そこで本学科の養護教諭一種免許状取得希望者には、1
年次から「履修カルテ」の記述とセメスタごとの提出
を求め、4年次後期の「教職実践演習（養護教諭）」に
おいて、「履修カルテ」をもとに補完的な指導を行って
きた。しかし、看護系大学において養成する養護教諭
にとって必要な教員としての資質能力の修得状況につ
いてはこれまで明らかにされていない。そこで本研究
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護実習の振り返りとグループワーク、履修カルテをも
とにした個別面談・指導等により行われ、授業最終日
にレポート「養護実習と私、目指す養護教諭像」の提
出を求めた。なお、「履修カルテ」をもとにした個別面
談・指導は授業の第5・6回目に行い、一人当たり約30
分～60分であった。
2　履修カルテ
ここで扱う「履修カルテ」とは、養護教諭一種免許

状取得に必要な授業内容を学生が振り返り、記録を積
み重ね可視化する記録物のことで、4年間の看護と教
職の学びの内容が綴られているという特徴がある。学
生は、各セメスタ終了後に、教育職員免許法に示され
た法令上の分類に対応する本学科の科目名ごとに、履
修時期、担当教員名、学んだこと、今後の課題を記入
し提出する。4年間のスケジュールを表1に示した。2
年次9月及び3年次4月に、「履修カルテ」をもとに個
別指導を行う。「履修カルテ」には、前述した46科目
の学びと課題、教職に必要な資質能力を示した7つの
大項目（30の指標によって構成されている）について
の5段階自己評価（1.全くできていない2.あまりでき
ていない3.できている4.よくできている5.とてもよく
できている）、教職全般に関する学びや課題と目標を
各セメスタ終了後に記入する。自己評価のための7つ
の大項目と30の指標は以下の構成となっている。【学
校教育についての理解】3指標、【子どもについての理
解】3指標、【他者との協力】5指標、【コミュニケーシ
ョン】4指標、【教科・教育課程に関する基礎知識・技
能】7指標、【教育実践】6指標、【課題探求】2指標で
ある。「履修カルテ」の記述方法については、ガイダン
ス時に口頭及び文書にて毎年度説明し、さらに表1の
個別面談・指導時には記述内容について指導した。そ
の際、看護の科目履修時にも、対象を児童生徒や教育
という場面に置き換えて学修内容を発展させ、4年間
をとおして教職への関心を継続させることを促してい
る。個別面談・指導時には、各セメスタにおいて履修
した科目に対して記述内容を学生と共に確認し、教職
との関連において記述が不足している場合には再度記

では、4年次後期科目「教職実践演習（養護教諭）」に
おける学生の学びの内実を明らかにし、学生が1年次
から記述を継続している「履修カルテ」の記述内容と
照らし合わせ、教員として必要な資質能力の修得状況
について明らかにし、看護系大学における教員養成課
程を充実させるための示唆を得ることを目的とする。

Ⅱ　研究目的

「教職実践演習（養護教諭）」における学生の学びと、
学生が1年次から記述を継続している「履修カルテ」の
内容から、教員として必要な資質能力の修得状況を明
らかにし、看護系大学における教員養成課程を充実さ
せるための示唆を得ることを目的とする。

Ⅲ　授業の概要

まず、看護学科において養護教諭一種免許状を取得
するための教育職員免許法に示された法令上の分類及
び本学における科目数について説明する。教育職員免
許法では、示された法令上の分類別に、①養護に関す
る科目28単位、②教職に関する科目21単位、③養護又
は教職に関する科目7単位、④教育職員免許法施行規
則第66条の6に定める科目8単位の計64単位以上を養
成機関において修得することを必要とする。本学科で
は、修業年限4年間で卒業要件を満たし、かつ看護師
等の教育課程として学ぶ内容を、教育職員免許法の法
令上の「科目」「各科目に含める必要事項」で示された
学修内容と照合し、養護教諭一種免許状を取得するた
めに必要な単位を満たすには、46科目80単位を修得し
なければならないという現状がある。
1　「教職実践演習（養護教諭）」（4年生後期科目2単
位）
本科目は、養護教諭として必要な基礎的な知識と専

門性を形成するための教職最終科目として位置づけら
れている。授業は養護実習（9月～10月）終了後の10
月末に全15回の集中講義として設定した。授業は、養

表 1　2013年度入学生の「履修カルテ」の提出と個別面談・指導の状況

1年次 2年次 3年次 4年次
4月 4月 4月 4月
履修カルテ説明 履修カルテ提出② 履修カルテ提出④ 履修カルテ提出⑥

個別面談・指導

9月 9月 9月 10月
履修カルテ提出① 履修カルテ提出③ 履修カルテ提出⑤ 履修カルテ提出⑦

個別面談・指導 個別面談・指導

＊「履修カルテ」は教職実践演習（養護教諭）修了までに7回提出される。提出者は、①は11名、②、③は10名、④～⑦は7名である。
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述し提出するよう求めている。提出された「履修カル
テ」は各自デジタルデータとして保管させているため、
原則返却は行わず、各セメスタ終了後に追記して提出
を行う。

Ⅳ　研究方法

1　対象
2016年度養護教諭一種免許状取得者7名のうち、研

究協力の同意を得た6名の「教職実践演習（養護教諭）」
における学生のレポート及び「履修カルテ」の内容を
分析対象とする。
2　データ収集期間と方法
2016年10月に「履修カルテ」及びレポートを「教職

実践演習（養護教諭）」授業終了時に提出させた。但し、
「履修カルテ」については、内容を確認後、記載の不備
等がみられた者について2017年4月までに再提出させ
た。データは、提出されたレポートから、教職に必要
な資質能力について記述された内容を抽出した。次に、
「履修カルテ」の記述項目の1つである「教職実践演習
（養護教諭）」で学んだこと及び「教職を目指す上で課
題と考えている事項」に記述された内容から、上述と
同様の箇所を抽出した。最後に、「履修カルテ」に記述
された「養護に関する科目」24科目（いずれも看護の
必修科目）について、養護教諭をめざすうえでの看護
の学びに関する記述を抽出し分析の対象とした。
3　分析方法
研究参加の意思を確認してから「履修カルテ」及び

レポートの記述内容の分析を行った。なお、教職に必
要な資質能力を示した7つの大項目中、【教科・教育課
程に関する基礎知識・技能】及び【教育実践】の13指
標は、養護実習における健康教育に特化する指標であ
り、実習校の実習計画によって学生により経験する内
容が著しく異なるため、今回の分析対象から除外し、5
つの大項目17の指標について分析することとした。
分析はレポート及び履修カルテから収集した記述内

容を、教職に必要な5つの大項目に対応させ分類した。
さらに、教職に必要な5つの大項目の自己評価結果を
集計し、履修開始時及び終了時の自己評価を明らかに
した。以上のデータをもとに、教員として必要な資質
能力の修得状況を明らかにした。
4　倫理的配慮
東京医療保健大学ヒトに関する研究倫理審査委員会

による審査を受け、承認を受けて実施した。すでに学
生への評価は終了しており卒業等への影響は一切ない
こと、研究への参加は対象者個人の自由な意思で決め
てよく、参加しなくても一切不利益がないことを伝え、

対象者に強制力が働かないよう配慮した。分析には個
人が特定できる情報は一切用いないことを事前に伝え
た。また、個人を容易に特定される恐れがある場合は、
調査内容から除外し分析の対象とはしないよう配慮し
た。

Ⅴ　結果

1　教職に必要な資質能力5項目に関する学生の学び
学生が学んだ内容の代表例及び自己評価平均値を

表2に示した。以下に5つの項目に関する学生の学びと
自己評価平均値について述べる。なお、学生の記述は
斜体で示す。
【学校教育についての理解】

この項目は、教職の意義や教職員の役割、子どもに
対する責務、学校教育の社会的・制度的・経営的理論
等への理解の必要性を示している。学生は、養護教諭
には教職員として児童の成長・発達を支え育む役割が
あると捉えていた。具体的には、児童の将来を見据え、
どのような力を身に付けてほしいのかということを考
えたうえで、教育的な視点からもアプローチできる養
護教諭像を描いていた。履修カルテでは、実習を通し
て、養護教諭は児童生徒の命を預かっているというこ
とを実感したとの記述があった。自己評価平均値は、1
年次1.64、4年次3.86であった。
【子どもについての理解】

この項目では、子ども理解のために必要な心理・発
達的基礎理論の修得や、いじめ、不登校、特別支援教
育などについて、個々の子どもの特性や状況に応じた
対応の方法に関する理解の必要性を示している。学生
は、子どもの成長発達段階に応じた関わり方の工夫や、
日々の健康観察における気づき、受容・傾聴する態度
が重要であることを理解していた。履修カルテには、
児童は体と心の両方が大きく成長・発達する時期であ
ることを実際に触れ合う中で実感することができたと
振り返っていた。自己評価平均値は、1年次1.58、4年
次3.89であった。
【他者との協力】

ここでは、集団において、他者と協力して課題に取
り組むことができるか、自らの役割を見付け、与えら
れた役割を遂行することができるか等の資質の必要性
を示している。学生は実習を通して、学校現場におけ
る連携の実態を目の当たりにし、養護教諭は様々な面
において児童や担任、他の教職員、保護者などをつな
ぐ重要なパイプ役であると理解していた。履修カルテ
には、養護教諭は児童の健康を守る上で児童の代弁者
となり、周囲の大人に協力し、健康課題の解決に取り
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表 2　「教職に必要な 5つの大項目」に対する自己評価結果及び学びの内容

8 
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と、命の尊さなど、健康・保健指導教育に繋がる養護
観について考えることができる。実習を通して、応急
処置の知識や手技、見立てる力、児童に対して教育的
な視点をもちながら関わることの未熟さを痛感した。
今後はそういった課題を克服していけるよう学びを深
めていきたい等の記述があった。自己評価平均値は、1
年次3.38、4年次4.33であった。
2　看護の授業科目における養護に関する学生の学び
「履修カルテ」には、養護に関する科目（24科目）に
ついても教職を意識した学びを含めて記述することに
なっているが、初回提出時の記述は不十分であった。
ここでは、個別面談・指導後に再提出された「履修カ
ルテ」において、6名中最も教育の視点からの記述が多
く見られたＡさんについて取り上げた。Ａさんの「履
修カルテ」記述内容の具体例を表3に示した。Aさん
は看護の専門分野における学びを基に、学童期、思春
期にかかわる健康支援者として養護教諭を位置づけ、
福祉サービスについての知識も身に付けておこう。今
後はもっと学童期や思春期の子どもたちに対してどの
ような支援が行われているのか、今、何が課題となっ
ているのかを知る必要がある。食育の具体例や学童期、
思春期の栄養などについても自主的に勉強していこう
等、看護の授業科目において教職を意識した発展的な
課題設定を行っていた。

Ⅵ　考察

「教職実践演習」が教育職員免許法に示されてから5
年が経過し、各大学では文部科学省の授業例等を参考
に独自の取り組みを進めている状況がある 3）4）。「履修
カルテ」の運用についても近年ケース報告などが散見
され「『カルテ面接』は学生に効力を持つことが示唆さ

組んでいることが重要であると学んだとの記述があっ
た。自己評価平均値は、1年次3.00、4年次4.43であっ
た。
【コミュニケーション】

この項目は、子どもたちの発達段階を考慮して接し
たり、気軽に子どもと顔を合わせたり相談に乗ったり
するなど、親しみを持った態度で接することができる
等、子どもへの適切な態度や社会人としての基本の必
要性を示している。学生は、養護教諭と子どもとの関
わりの場面から、様々なコミュニケーションのあり方
を学んでいた。具体的には、子どもを信じ、味方でい
ることのできる養護教諭等、子どもの弱さや強がりも
含め、受容する養護教諭の姿や、安心できるような保
健室の環境づくりのもとに、個別性のある救急手当・
保健指導・健康相談を行う姿を目の当たりにすること
によって、自らの養護教諭像を深めていた。履修カル
テには、実際の学校の様子や児童とのかかわり方、特
徴を自分なりに理解することができたとの記述があっ
た。自己評価平均値は、1年次2.67、4年次4.44であっ
た。
【課題探求】

自己の課題を認識し、その解決に向けて学び続ける
姿勢や学校教育に関する新たな課題に関心を持ち、自
分なりの意見を持つことの必要性を示している項目で
ある。学生は、自らの課題として、自身の教育観、養
護観、倫理観などの価値観について確立していく必要
があること、学校現場に特有の応急処置に必要な知識、
技術を身に付けること、発達段階に応じた目的を持っ
た効果的なコミュニケーションがとれるようにするこ
と、さらに、保護者や他職員と連携するために、信頼
関係を構築する方法を学ぶこと等を意識化していた。
履修カルテでは、健康の大切さや自分を大切にするこ

表 3　Ａさんの「履修カルテ」に記載された内容（一部抜粋）
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科目名 学んだこと 今後の課題（努力すべきこと）

保健医療福祉
行政学

特に学童期には養護教諭が関わる場面が多く、子どもた
ちの健やかな成長・発達を支援していくために日ごろから
よく子どもを観察したり、適切な健康教育や指導をしていく
必要があると学んだ。

子どもに対する健康教育や指導をする上で、ただ養護教諭が
健康に対する知識を提供するだけでは十分ではないケースも
あるので、そういったときにどういったサービスを地域から受け
とることができるのかなど福祉サービスについての知識も身に
付けておこうと思う。

小児看護援助論Ｉ
（健康生活援助論）

学童期や思春期の子どもたちと関わるうえで、心理社会的
発達の特徴をよく理解し、子どもたちが発達課題をきちん
とクリアしていけるよう、支援していく必要があると分かっ
た。またそれらを支援して行く際には、子どもたちの自己決
定のプロセスを尊重することを忘れてはならないと学んだ。

今後はもっと学童期や思春期の子どもたちに対してどのような
支援が行われているのか、今、何が課題となっているのかを知
る必要があると感じた。

栄養学総論
（基礎栄養学）

離乳期からの食生活や食育が、子どもの一生の食習慣を
形成するうえで重要なものだと分かった。また学童期の食
への課題（肥満や孤食など）を知ることができた。

今後は授業で深く触れられなかった食育の具体例や学童期、
思春期の栄養などについても自主的に勉強していこうと思う。

表３　Ａさんの「履修カルテ」に記載された内容（一部抜粋）
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会を設定した。今後はさらに「履修カルテ」の自己評
価項目を活用し、自ら進んで不足を補う計画を立て内
容を補完させる必要がある。

Ⅶ　本研究の限界

本研究は、看護学科に所属する2016年度養護教諭一
種免許状取得希望者7名中研究の同意を得た6名を対象
としたため、履修者全体の学びを反映したものではな
いこと、学生による直接の授業評価を受けていないこ
とによる限界がある。また、本学科で活用されている
「ポートフォリオ」による学びの体験が、本研究で得ら
れた結果に影響を及ぼしていることが考えられる。
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れた。」5）と述べられており、本研究の結果を支持する
ものである 6）。
本学においては、「教職実践演習（養護教諭）」は2016

年度で3回目の実施となる。学生の学びと学生が1年次
から記述を継続している「履修カルテ」の記述内容か
ら、教員として必要な資質能力の修得状況について検
討した結果、以下の評価と課題を得た。

第一に、レポートと「履修カルテ」の記述内容から、
「履修カルテ」に示された教職に必要な資質能力のう
ち、【学校教育についての理解】、【子どもについての理
解】、【他者との協力】、【コミュニケーション】、【課題
探求】については、概ね修得したと考えられる。「履修
カルテ」は1年次から教育に関するまなざしを持ち続
け、学生自身が教職への適性と自己課題を明確にする
上で有用なツールになり得ると捉えることができる。

第二に、学生の自己評価の平均値から、自己評価が
1年次から低い傾向のある項目は【学校教育について
の理解】、【子どもについての理解】であり、この2項
目は、4年次の平均値も他の3項目より低値であること
が分かった。これらは、学校現場等臨地での体験によ
って理解が深まり資質・能力を修得することが期待さ
れる項目である。そのためこれらの自己評価を底上げ
するには、自主ゼミやボランティア活動など、教職へ
の関心を継続させるための機会を学生が自ら求めるた
めの支援を行う必要があろう。一方で、1年次から4年
次まで自己評価の平均値が高い項目【他者との協力】、
【コミュニケーション】、【課題探求】は、対人援助職に
共通に求められる資質・能力である。そしてこの3項
目は、本学科の教育課程の特徴であり学位授与方針と
一致していることから、4年間の学修をとおして、看
護の学びを基盤に教職の学びが統合された結果として
評価可能であり、今後も高めていきたい特長である。
第三に、看護の科目については、学生が各科目履修

時に自らの学びを教職と結びつけて「履修カルテ」に
記述することは難しく、定期的に個別面談・指導を設
定し再提出を求めた結果、教職を意識した学びの記述
が見られるようになった。今後は、継続した個別指導
と共に、教職を目指す学生に看護の科目履修時から教
職との関連を授業内やシラバスで示すなど、本学科に
おける教職カリキュラムマネジメントの一環として、
履修カルテの活用を検討する必要がある。
第四に、【教科・教育課程に関する基礎知識・技能】

【教育実践】は実習校の実習計画によって学生により経
験する内容が著しく異なるため、今回分析の対象から
除外した。このような実習内容の違いは今後も想定さ
れる課題である。この点については、学生間の実習報
告会や意見交換会を行うなどして意図的に学び合う機


